
　富里市 小学校区別防災カルテ
＜概況＞ 6 日吉台小学校

木造 （Ｓ５５以前）##

木造 （Ｓ５６以降）##

ＲＣ・ＳＲＣ造##

Ｓ造 ##

その他##

木造##

非木造##

注 一次名簿対象者は、要介護３以上の方、障がい者、外国人等、手上げ名簿対象者は、単身の高齢者、妊産婦等を示す。

避難施設の収容人数は、複数の小学校区にまたがる中学校の収容人数も、全体の値を記載している。
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[地形・地勢]
根木名川沿いを中心に軟弱地盤の低地が広がる。低地上流部は以前は水田として利用されていたが、造成地とし
て開発が進み、現在はそのほとんどが宅地として利用されている。
[交通]
東関東自動車道が校区を南北に走る。

[人口]
人口は8校区のうち2番目に多い。年齢別人口割合をみると年少人口が市全体の割合より低く、生産年齢人口も市全
体の割合をやや下回っている。

[建物]
1㎞²当たりの建物棟数割合は8校区のうち最も高く、市全体の平均の2倍以上である。木造老朽建物割合は52.2%で
ある。

[避難施設]
指定緊急避難場所は11箇所、指定避難所は3箇所（収容人数は868人）指定されている。
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　富里市 小学校区別防災カルテ
＜結果＞ 6 日吉台小学校

注 　地震被害想定結果の建物被害、ライフライン被害は、冬18時強風時、死傷者数は冬深夜強風時の結果

　避難所避難者数、断水人口、下水道支障人口は、地震発生直後の結果
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●根木名川が氾濫した場合、洪水の影響
を受ける。
●斜面地形が比較的多く、土砂災害の影
響は2番目に大きい。
●内水氾濫による被害は比較的少ない。

●根木名川の浸水想定区域内の住民に
対し、避難体制の整備を図る必要があ
る。
●急傾斜地崩壊危険箇所の対策工等の
整備が必要である。
●内水氾濫箇所は、雨水排水機能の強
化が必要である。
●大雨等による風水害に備え、日ごろか
ら避難体制（特に要配慮者への支援）の
整備を進める必要がある。
●液状化のおそれのある地域では、地盤
改良等の液状化対策が必要である。
●昭和56年以前の建物には耐震化や家
具の固定等を行う必要がある。
●木造建物の不燃化として、沿道建物の
不燃化等の推進を図る必要がある。
●日ごろから避難訓練への参加や家庭
内備蓄を行う必要がある。

●富里市直下の地震が発生した場合、最
大震度６強の強い揺れが想定される。
●根木名川沿いの低地、造成地等では
液状化の危険性が高く、液状化の危険性
の高い面積は最も大きい。
●建物の全壊率は最も高い。
●校区の避難所避難者数は672人に対し
て指定避難所の収容人数は868人であり
収容力は十分である。

地震被害地震被害

土砂災害被害想定結果（他地区との比較） 浸水被害想定結果（他地区との比較）

地震による建物被害率
※全壊棟数（棟）/地区全体建物数（棟）

火災による建物被害率
※焼失棟数（棟）/地区全体建物数（棟）

地震災害による死傷人口率
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※避難行動要支援者数（一次名簿のみ）（人）/
地区全体総人口（人）

災害の評価（％）

グラフの見方：
　評価指標は、上記の災害の種類を、災害の評価に基づ
き、パーセンテージで表したものです。グラフの九角形面積
が広いほど、地域が総合的に「災害に弱い」ことを示してい
ます。
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　富里市 小学校区別防災カルテ
＜現況　防災関連施設位置図＞ 6 日吉台小学校

当該小学校区及びその周辺

の避難場所、避難所、公共施

設を表示した図である。

施設等

指定緊急避難場所
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防災行政無線屋外子局

観測所

市役所

その他公共施設

郵便局

要配慮者施設

緊急輸送道路

高速自動車国道

一般国道

主要地方道

一般県道

市道

平成30年3月20日現在



　富里市 小学校区別防災カルテ
＜地震　想定される震度および液状化危険度分布図＞ 6 日吉台小学校

当該小学校区の震度階級

および液状化危険度を、50ｍ

メッシュで表示した図である。

震度は、地盤条件、地震の規

模（マグニチュード）や震源の

深さ、震源からの距離等によっ

て異なる。このため、相対的な

ゆれの強さは地震によって異

なる。

また、PL値が大きいほど、液

状化危険度は高い。

平成30年3月20日現在



　富里市 小学校区別防災カルテ
＜地震　想定される建物全壊率分布図＞ 6 日吉台小学校

当該小学校区の建物全壊

率を50ｍメッシュで表示した図

である。

建物全壊率は、ゆれの強さ、

液状化の程度、建物の構造、

建築年代等によって異なる。

平成30年3月20日現在



　富里市 小学校区別防災カルテ
＜風水害　浸水想定区域図（根木名川），土砂災害の危険な箇所等＞ 6 日吉台小学校

浸水想定区域および土砂災

害の危険な箇所等、浸水等の

被害箇所を示した図である。

浸水想定区域は、浸水被害

想定調査で対象とした河川のう

ち、根木名川の浸水想定区域

を浸水深別（0.5m未満、0.5～

1.0m、1.0～2.0m、2.0～5.0m、

5.0m以上）に表示した。

土砂災害は、土砂災害警戒

区域・特別警戒区域（急傾斜地

の崩壊）、急傾斜地崩壊危険

箇所、山腹崩壊危険地区を表

示した。

浸水等被害箇所は、床下浸

水、床上浸水、崖くずれ、道路

冠水別に示した。

※浸水想定区域図とは、水防

法により河川管理者が、降雨

により河川が氾濫した場合に

浸水が想定される区域を示し

たものである。

平成30年3月20日現在


